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雨
天
の
関
係
で
、
約
二
〇
分
程
時
間
を
遅
ら
せ
て
開

始
し
た
体
育
大
会
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
競
技
綱
引
き
を
除
い
て
は
、

全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
の
御
理
解
に
感
謝
致
し
ま
す
。
以
下
来
賓

の
方
の
感
想
で
す
。

○
全
校
生
徒
乱
れ
る
こ
と
な
く
入
場
行
進
、
す
ば
ら
し

か
っ
た
。
僕
も
こ
の
中
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
当
時

を
思
い
出
し
て
涙
が
で
た
。
本
当
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

久
し
ぶ
り
に
感
動
を
得
ま
し
た
。
僕
は
い
つ
も
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
、

全
生
徒
の
練
習
時
の
若
い
大
き
な
声
を
聞
き
な
が
ら
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
若
さ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
体
育
大
会
に
参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。

荒
尾
第
四
中
学
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

○
荒
尾
四
中
の
体
育
大
会
の
行
進
は
毎
年
感
動
し
ま
す
。

今
ま
で
練
習
を
頑
張
っ
て
き
た
思
い
や
気
持
ち
、
こ
れ

か
ら
頑
張
る
ぞ
！
と
い
う
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
行
進
の
曲
も
す
ば
ら
し
く
、
あ
い

さ
つ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
、
声
が
大
き
く
返
事
が
よ

く
で
き
て
い
る
こ
と
、
と
て
も
い
い
で
す
。
気
持
ち
が

い
い
で
す
ね
。
ム
カ
デ
競
走
で
は
み
ん
な
と
て
も
楽
し

そ
う
で
、
こ
ち
ら
も
笑
顔
を
も
ら
え
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
、

組
体
操
と
も
に
新
し
い
形
で
、
生
徒
さ
ん
の
技
、
技
術
、

体
力
の
す
ご
さ
に
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
応
援
合
戦
も

各
団
の
が
ん
ば
り
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
団
席
の
応
援
も

息
が
ぴ
っ
た
り
と
あ
っ
て
い
て
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
力
を
出
し
切
る
た
め
に
、

最
後
ま
で
粘
り
強
く
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
に
感

動
し
ま
し
た
。
市
教
委
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
今
年
も
全
員
で
応
援
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
心
が
温
か

く
な
り
ま
し
た
。
桜
山
小
学
校
の
卒
業
生
が
一
人
ひ
と

り
確
実
に
立
派
に
成
長
し
て
い
る
様
子
を
拝
見
し
、
感

動
し
ま
し
た
。
力
を
合
わ
せ
て
大
規
模
校
以
上
の
活
気

あ
ふ
れ
る
走
り
、
跳
び
、
舞
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。「
さ

す
が
四
中
だ
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

事
務
局

小
山
美
和
子

会
長
：
谷
﨑

功

副
会
長

藤
吉
一
義

明
治
七
男

吉
開
美
保

坂
口
千
奈
美

庶
務中

島
志
穂
利

田
上
八
潮

会
計猿

渡
美
樹

会
計
監
査
委
員

楠
本
洋
子

本
田
美
香

能
勢

恵

広
報
委
員
長

荒
木
良
美

体
育
委
員
長

森
山
め
ぐ
み

生
活
指
導
委
員
長

村
上
由
紀

学
年
研
修
委
員
長

一
年
前
村
智
美

二
年
西
川
裕
美

三
年
松
永
有
加

地
区
委
員
長

井
出

恵

（
教
職
員
は
割
愛
）
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六
月
行
事
予
定

二
日(

日)

家
庭
の
日

四
日(

火)

授
業
改
善
西
留
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
来
校

五
日(

水)

一
年
生
集
団
宿
泊
教
室
（
～
七
）

六
日(

木)

荒
玉
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

九
日(

日)

中
間
テ
ス
ト
部
活
動
テ
ス
ト
休
み

十
日(

月)

校
内
研
修

小
中
連
絡
会

一
一
日(

火)

検
尿
二
次

一
二
日(

水
）
内
科
検
診
（
二
年
）

一
三
日(

木)

中
間
テ
ス
ト
（
～
一
四
）

一
四
日(

金)

内
科
検
診
（
一
年
）

一
五
日(

土)

土
曜
授
業
日

一
八
日(

火)

租
税
教
室
（
三
年
）

一
九
日(

水)

生
徒
総
会

二
〇
日(

木)

Ｐ
Ｔ
Ａ
実
行
委
員
会

二
四
日(

月)

中
体
連
選
手
推
戴
式

二
五
日(

火)

研
究
授
業
日
（
小
研
）

二
九
日(

土)

玉
名
荒
尾
中
体
連
大
会
（
～
三
〇
）

七
／
一
日(

月)

振
替
休
業
日
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五
月
二
十
二
日
（
水
）
保

護
者
及
び
地
域
の
方
に
よ

る
朝
の
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
来
校
さ
れ
、
生
徒
に

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
、
静
か
に
話
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
感
謝
。
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五
月
二
十
五
日
（
金
）

体
力
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
５
０
ｍ
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
投
げ
等
生
徒
た

ち
は
自
己
ベ
ス
ト
更
新
を

目
指
し
頑
張
り
ま
し
た
。


